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を
開
催
し
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の
学

習
機
会
と
交
流
の
場
を
提
供
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
強
化
す

る
こ
と
で
女
性
グ
ル
ー
プ
の
活
性

化
を
図
り
た
い
。

農
業
委
員
へ
の
振
興
策
に
女

性
の
視
点
を
反
映
し
、
女
性
委
員

の
登
用
の
積
極
的
な
働
き
か
け
は

で
き
な
い
か
。

閣
議
決
定
さ
れ
た
第
3
次
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
平

成
25
年
度
末
ま
で
に
女
性
が
い
な

い
農
業
委
員
会
を
ゼ
ロ
に
す
る
目

標
と
な
っ
て
お
り
、
各
団
体
等
に

推
薦
を
願
う
際
に
女
性
委
員
の
推

薦
も
願
い
、
女
性
の
農
業
委
員
が

選
任
さ
れ
る
よ
う
意
識
し
て
取
り

組
む
考
え
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

介
護
保
険
事
業
計
画
の
第
5

期
介
護
保
険
事
業
運
営
期
間
の
本

年
ま
で
の
3
カ
年
間
の
総
括
は
さ

れ
た
の
か
。
第
6
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
今
後
の
3
年
間
の
見
通

し
と
、
２
０
２
５
年
ま
で
の
中
長

期
的
な
サ
ー
ビ
ス
料
や
保
険
料
水

準
が
適
切
に
推
計
さ
れ
る
の
か
示

し
て
ほ
し
い
。

第
5
期
の
計
画
は
、
中
重
度

の
方
も
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る

と
い
っ
た
目
標
の
も
と
最
終
年
を

迎
え
た
。
国
会
で
介
護
保
険
制
度

の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
費
用

負
担
の
公
平
化
が
大
き
な
柱
と
な

っ
て
い
る
。
団
塊
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
は
、
病
気

や
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
て

も
、
出
来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
在
宅
で
生
活
が
継
続
で
き
る

な
ど
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ

目
な
く
提
供
で
き
る
地
域
包
括
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
方
向
で
あ
る
。

介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
平
成

25
年
度
末
で
約
11
億
９
０
０
万
円

だ
が
、
２
０
２
５
年
を
見
据
え
た

予
測
も
必
要
で
、
介
護
保
険
料
改

正
は
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
た
よ
う
だ
が
、
対
象
者
、

回
収
等
ど
の
よ
う
に
調
査
し
た
の

か
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
。

65
歳
以
上
で
要
介
護
2
以
下

の
約
3
万
人
の
う
ち
、
１
５
０
０

人
に
ニ
ー
ズ
調
査
票
を
4
月
末
に

送
付
し
、
5
月
末
の
回
収
率
は
71
．

5
％
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
等
を

参
酌
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
年
内
に
ま
と
め
、
6
期

の
計
画
に
生
か
し
た
い
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
医
療
、

介
護
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を

担
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

6
期
計
画
で
は
、
在
宅
医
療

と
介
護
の
連
携
を
重
点
の
1
つ
と

し
て
取
り
組
み
た
い
。
平
成
22
年

度
か
ら
認
知
症
に
対
し
て
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
が
相
談
を
受
け
、

か
か
り
つ
け
医
か
ら
専
門
医
へ
と

つ
な
げ
、
在
宅
介
護
へ
の
つ
な
ぎ

を
行
っ
て
い
る
。
平
成
25
年
度
か

ら
歯
科
医
師
会
が
主
と
な
り
、
歯

科
受
診
で
き
な
い
在
宅
高
齢
を
対

象
に
訪
問
口
腔
ケ
ア
相
談
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
医
療
依
存
度
の

高
い
方
が
安
心
し
て
在
宅
生
活
が

送
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
医
師
会
や
歯

科
医
師
会
、
関
係
機
関
と
も
連
携

し
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
協

議
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
上
で
介
護
保
険
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
は
大

変
重
要
な
立
場
で
あ
る
。
専
門
性

の
あ
る
経
験
豊
か
な
職
員
を
、
長

期
間
配
置
で
き
な
い
の
か
。
ま
た

仮
称
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推

進
室
等
の
設
置
は
で
き
な
い
の
か
。

専
門
職
員
は
去
年
1
名
、
今

年
1
名
の
採
用
と
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
担
当
し
て
い
る
社

会
福
祉
協
議
会
で
も
今
年
度
1
名

の
採
用
を
考
え
て
い
る
。
社
会
福

祉
協
議
会
に
は
、
で
き
る
だ
け
プ

ロ
パ
ー
と
し
て
長
い
間
働
い
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
職
員

が
一
本
立
ち
す
る
ま
で
派
遣
を
続

け
て
い
き
た
い
。
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
推
進
室
は
、
い
い
提
案

だ
と
思
う
が
検
討
し
て
い
き
た
い
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

本
市
で
も
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
で
あ
り
、

緊
急
時
に
お
け
る
自
己
注
射
・
エ

ピ
ペ
ン
使
用
が
必
要
な
児
童
生
徒

が
い
る
と
聞
く
。
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
児
童
生
徒
の
掌
握
と
、
事
故

等
起
き
な
い
た
め
の
対
策
は
。

平
成
26
年
4
月
か
ら
医
師
の

診
断
に
よ
る
学
校
生
活
管
理
指
導

票
の
提
出
を
願
い
、
各
学
校
で
は

校
長
・
栄
養
職
員
・
養
護
教
諭
・

学
級
担
任
・
給
食
担
当
教
諭
・
調

理
員
で
構
成
さ
れ
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
委
員
会
を
設
置
し
、
ア
レ

ル
ギ
ー
申
請
さ
れ
た
児
童
生
徒
の

対
応
方
法
を
個
別
面
談
後
、
決
定

し
て
い
る
。
除
去
食
は
、
小
学
生

１
１
９
人
１
．
８
％
、
中
学
生
24

人
0
．
7
％
が
対
象
で
、
学
校
か

ら
教
育
委
員
会
へ
は
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。

全
教
職
員
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
対

象
者
、
研
修
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。

各
学
校
で
研
修
の
開
催
や
、

県
主
催
の
研
修
会
に
参
加
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
橿
原
地
区
医
師
会

の
協
力
に
よ
り
、
エ
ピ
ペ
ン
に
関

す
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
各
学

校
の
養
護
教
諭
等
が
受
講
し
た
。

今
年
度
は
7
月
の
学
校
保
健
会
の

総
会
後
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
研
修
を

す
る
予
定
で
あ
る
。

緊
急
時
に
お
け
る
自
己
注

射
・
エ
ピ
ペ
ン
使
用
の
徹
底
と
、

緊
急
時
の
医
療
・
消
防
機
関
へ
の

連
携
は
、
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

学
校
ご
と
に
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
を
有
す
る
児
童
生
徒
の
緊
急
時

に
対
応
す
る
た
め
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
し
、
緊
急
時
に
誰
が
何
を
す
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